
○全ての薬学科生が卒業時までに共通して修得すべき必須の基本となる教育内容（一般目標）と到達目標を明記

○主に「薬学教育モデル・コアカリキュラム」と「実務実習モデル・コアカリキュラム」の２種類で構成。

○どちらについても、実務実習開始前に修得すべき内容（共用試験出題範囲）に加え、卒業時までに修得すべき到達目標を明

 
記（「△」印を付与）

○２種類のモデル・コアカリキュラムに加えて作成された「卒業実習カリキュラム」「薬学準備教育ガイドライン（例示）」

 

「薬学アド

 バンスト教育ガイドライン（例示）」は共用試験の出題範囲とならない。

専門教育 実務実習準備教育

薬学教育モデル・コアカリキュラム（概要）

生と死 医療の担い手としての心構え 信頼関係の確立を目指して

〔物理系薬学〕
C1 物質の物理的性質
C2 化学物質の分析
C3 生体分子の姿・形をとらえる
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卒業実習カリキュラム・薬学アドバンスト教育ガイドライン（例示）
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病院調剤を実践する
病院実習（１０単位）

医薬品を動かす・確保する

情報を正しく扱う

ベッドサイドで学ぶ

薬剤を造る・調べる

医療人としての薬剤師

薬局アイテムと管理

情報のアクセスと活用

薬局調剤を実践する

薬局カウンターで学ぶ

地域で活躍する薬剤師

薬局業務を総合的に学ぶ

薬局実習（１０単位）

〔化学系薬学〕
C4 化学物質の性質と反応
C5 ターゲット分子の合成
C6 生体分子・医薬品を

化学で理解する
C7 自然が生み出す薬物
〔生物系薬学〕
C8 ヒトの成り立ち
C9 生命をミクロに理解する
C10 生体防御

〔健康と環境〕C11・12

〔薬学と社会〕C18

〔医薬品をつくる〕
C16 製剤化のサイエンス
C17 医薬品の開発と生産

Ｃ 薬学専門教育

〔薬と疾病〕
C13 薬の効くプロセス
C14 薬物治療
C15 薬物治療に役立つ情報 卒業までに修得すべき到達目標の学習

Ａ 全学年を通して：ヒューマニズムについて学ぶ
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「薬学系人材養成の在

 

り方に関する検討会」
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